
１．はじめに
岩手県久慈市に分布する上部白亜系の久慈層群は，

琥珀を豊富に含む国内随一の地層として名高い．この

いわゆる久慈琥珀は最大で人頭大に達するものが知ら

れ，玉川層の黒色の炭質泥岩に特に多く含まれ，縄文

時代から現在に至るまで採掘が続けられている（木村

ら，２００５）．著者の一人佐々木は，久慈琥珀博物館の

近傍に位置する琥珀採掘体験場に露出する玉川層の上

部より２００３年以降，カメ類（カメ目）やワニ類（ワニ

形目）などの爬虫類化石を採集し，平山らに鑑定を依

頼してきた．２００８年にはカメ類のほぼ完全な甲羅が発

見され，また恐竜類（鳥盤目）の骨格も確認された．

白亜紀の陸生カメ類は，当時の古生物地理の解明に

非常に有効であることが知られている（Hirayama et
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Abstract
Diverse terrestrial vertebrates have been found from the upper part of the Tamagawa

Formation（Late Cretaceous, Santonian）of the Kuji Group since 2003. Shell materials of Adocus sp.

（Adocidae ; Cryptodira ; Testudines）, presumed as a semiaquatic turtles, are particularly abundant,

including a nearly complete 40 cm long shell . Some characters, such as enormous enlargement of

marginal scutes overlying the middle of costals, and loss of cervical scute, are unique features for this

specimen. Another costal bone is identified as a turtle of the Family Nanhsiungchelyidae, an extinct

terrestrial group, based on its coarser decorations on the shell surface and deeper scute sulci. Other

than turtles , a left ischium of ornitischian dinosaur and a few isolated teeth of crocodile were

recovered from the same locality.
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al .,２０００；平山，２００６，２００７）．また玉川層を被覆す

る国丹層には示準化石を産出する海成層が挟在されて

いることから，陸生脊椎動物を産出する東アジアの上

部白亜系の中でも，かなり高精度の年代対比が可能な

産地として注目される．本論では久慈層群玉川層より

発見された脊椎動物化石（久慈琥珀博物館の所蔵：略

号 KAM）の概要を述べ，今後の研究の一助とした

い．

２．地質概説
久慈地域において上部白亜系の久慈層群の主要部分

は，北西から南東方向にかけて長さ約１５km，幅約２

km の範囲にわたって帯状に分布をする（図１）．先

宮古世の堆積岩類や前期白亜紀の花崗岩類を不整合に

被覆し，下位から３累層，すなわち玉川層，国丹層，

および沢山層によって構成されている（島津・寺

岡，１９６２；吉田ら，１９８７；梅津・栗田，２００７）．久慈

層群は，古第三系の野田層群に不整合に覆われてい

る．玉川層は，層厚最大１８０m，礫岩や砂岩を主体と

する浅海成層ないし陸成層である．下部は礫岩層であ

るが，中部から上部にかけて砂岩や炭質泥岩から植物

化石や琥珀の産出が知られる．また中部の砂岩にカキ

類 Konbostrea konbo の密集層が発達する（Chinzei，

１９８６）．国丹層は，層厚１７０m ほどの浅海成層である．

国丹層下部から中部の細粒砂岩からは，イノセラムス

類 Inoceramus japonicus やアンモナイト類 Polyptychoceras

subundulatum など多数の海生無脊椎動物化石を産出す

る（照井・長浜，１９９５）．また，久慈市長内町や野田

村米田海岸の国丹層からは，川上ら（１９８５）により絶

滅した海生爬虫類であるモササウルス類（有鱗目：モ

ササウルス科）の歯が報告されている．これらの示準

化石により，国丹層の地質時代は後期白亜紀サントニ

アンに対比される．沢山層は，層厚約７０m，礫岩・砂

岩を主体とする陸成層であり，挟在する炭層から植物

化石が知られる．

久慈琥珀博物館の東方に位置する琥珀採掘体験場

（図２）では，地表より最大５m ほど掘り下げた場

所に玉川層最上部の層厚４m ほどの黒色の炭質泥岩

が露出している．炭質泥岩には層状に炭質物を挟在す

る他，塊状の琥珀を多産する．この炭質泥岩の下位に

は，礫岩，炭質層，細粒砂岩の累積が認められる．細

粒砂岩を被覆する炭質泥岩の基底から１m 付近まで

が琥珀や脊椎動物化石を産出する層準となっている．

地層は東に５度ほど傾斜する．母岩の固結度は低く，

人力で容易に掘削できるほど軟弱な状態にある．

カメの甲羅の産状（図３，４）を見ると，骨の平坦

面が地層の層理面と一致している場合がほとんどで

あった．また骨の長軸方向に特定の傾向は認められな

い．さらに骨の表面に水流などによる埋没以前の破損

や摩耗の痕跡は認められない．したがって，強い水流

のない比較的静穏な環境で遺骸が埋没したものだと推

定される．以上のことから脊椎動物化石の産出層準

は，照井・長浜（１９９５）の堆積相 I に相当し，蛇行河

川が発達する氾濫原に形成された三日月湖などのよう

な沼沢地性の堆積環境にあったと考えられる．

図２．化石を産出した久慈琥珀博物館の琥珀採掘体験場．人物
は上中村守雄氏（左側）と大城竹雄氏．上部白亜系久慈
層群玉川層上部の炭質泥岩が露出しており，下位から琥
珀や脊椎動物化石を産出する．Aは Adocus の甲羅がま
とまって発見された地点，Bはナンシュンケリス科や鳥
盤類の化石が発見された地点を示す．

図１．岩手県久慈市の久慈層群玉川層における脊椎動物化石の
産出地点．地質図は大上・照井（１９８９）による．産出地
が地表より約５mほど掘り下げた地点にあるため，上位
の国丹層の分布域に重なることに注意．
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図３．琥珀採掘体験場の A地点（図２）より産出した Adocus sp．（KAM０２）の発掘作業の様子．撮影はいずれも平山廉による．
A：甲羅の密集地点．B：A地点周囲の掘削風景．人物は薗田哲平（左側）と鹿間一尚．C：甲羅の密集地点を水に溶かした石
膏で固める．D：石膏で固めた部分を露頭から分断して整形する．作業中の人物は薗田（左側）と佐々木和久．E：裏側をさ
らに石膏で固める．作業中の人物は鹿間（左側）と薗田．F：石膏で完全に固めたブロックを車まで運ぶ．作業中の人物は鹿
間（左側）と薗田．
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図４．琥珀採掘体験場の A地点（図２）より産出した Adocus sp．の甲羅（KAM０１）の産状．下方がおおよそ北の方角に相当す
る．Aは露頭写真，Bはスケッチ．図の右上方に腹甲の後半部分（下腹甲と後腹甲）があり，左方に甲羅の前半部分（頚板や
外腹甲，内腹甲，上腹甲）が保存されている．その間に遊離した肋板や縁板が散在する．
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３．化石の発掘・剖出方法
本論で扱った脊椎動物化石は，いずれも久慈市小久

慈町の琥珀採掘体験場（約５００㎡）に露出した玉川層

上部より２００３年以降に採集されたものである．２００８年

４月に発見されたカメ類（Adocus sp. : KAM０１）の化

石の取り上げ作業は，同年８月６日から７日にかけて

平山，佐々木，薗田らにより実施された（図２の A

地点）．化石産出地点の炭質泥岩がきわめて軟弱であ

り，かつ化石も脆いため，取り上げる前にアセトンに

溶かしたパラロイドで補強した．さらに化石の産出範

囲の周囲の母岩を掘削した後に石膏で保護し，露頭か

ら分断してさらに石膏で補強して研究室に持ち帰った

（図３）．室内での剖出作業も，化石をパラロイドや

瞬間接着剤で補強しながら実施された．甲羅の重なり

合っている箇所で周囲の母岩が硬くなっている部分が

あったが，電動工具なども使用して物理的に剖出を進

めた．さらに同年９月には，佐々木により図２の B

地点よりカメ類の追加資料や恐竜類（鳥盤目）の化石

が採集された．

４．脊椎動物化石
いずれの化石も地層内の圧密による上下方向の圧縮

変形は認められるものの，水流等による目立った摩耗

や破損の跡は認められなかった．

１）カメ類化石
甲羅表面に凹凸からなる彫刻が発達することから，

いずれも潜頚類スッポン上科に属する陸生カメ類と考

えられる．

１a : Adocus sp．（図４～７）

佐々木により２００４年以降 Adocus に同定される遊離

した肋板や腹甲が散発的に採集されてきた．中でも

２００８年４月に図２の A 地点（９０cm×６０cm の範囲）

より発見された標本（KAM０１）は，背甲や腹甲の大

半を含むものであった（図４）．これらの資料の多く

は遊離していたが，部位の重複がなく，また大きさに

も差異が見られないことから，背甲長約４０cm に達す

る同一個体に属すると判断される．KAM０１には，

１）甲羅表面にピット状の細かい彫刻が発達する，

２）肋板腹側面近位部にある肋頭の発達が弱い，と

いった派生形質があり，潜頚類スッポン上科のアドク

ス科（Adocidae）だと考えられる．また当該標本の後

腹甲背面には，坐骨が接したと思われる箇所に半円形

を呈した顕著で大きな凹みが発達している（図５）が，

これは Adocus のみならず，Ferganemys や Shachemys

にも認められることから，同様にアドクス科の共有派

生形質だと考えられる（Hay，１９０８；Danilov et al .,

２００７；平山による未公表資料）．KAM０１は，第２肋板

以後の肋板遠位部にまで縁鱗が拡大するという顕著な

図５．琥珀採掘体験場の A地点（図２）より産出した Adocus
sp．（KAM０１）の腹甲後半部分（左右の下腹甲と後腹
甲）の背面観．長さは約１５cm．アドクス科の特化形質で
あるほぼ円形を呈した坐骨との関節面が後腹甲後方に発
達することに注意．

図６．琥珀採掘体験場の A地点（図２）より産出した Adocus
sp．の甲羅（KAM０１）．Aは背甲の背面観，Bは腹甲の腹
面観．

図７．琥珀採掘体験場の A地点（図２）より産出した Adocus
sp．の甲羅（KAM０１）の暫定的な復元図．灰色の部分が
確認された部位．甲羅の太線は鱗板溝，細線は骨板間の
縫合を示す．甲羅の輪郭はHay（１９０８）に基づく．
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図８．琥珀採掘体験場の B地点（図２）より産出したナンシュ
ンケリス科の左第４？肋板（KAM０２）．Aは背面観，Bは
腹面観．Adocus より鱗板溝が深く，骨板表面の彫刻が粗
い．

特化形質を持つことから Adocus に同定される（図

６，７）．なお KAM０１には，１）縁鱗の発達が著し

く，肋板の中程にまで達する，２）頚鱗が消失する，

など既知の Adocus には見られない派生形質があり，

当該標本が未知の種に属することを示唆している（図

７）．モンゴルの後期白亜紀から報告された A. amtgai

は，縁鱗の発達程度において KAM０１に最も類似する

（Sukhanov，２０００）が，後者ではさらに派生的な状

態にあると考えられる．

以上のように KAM０１では甲羅を構成する骨板の大

半が保存されているものの，頭骨や四肢骨など甲羅以

外の骨格が未確認である．これは，１）この個体の死

後に頭部や四肢が最初に捕食されるなどして脱落，四

散した，２）角質の鱗板で覆われた甲羅だけが残った

状態で炭質物に富んだ湖底に埋没した，３）さらに甲

羅を覆っていた鱗板が骨板から遊離した後に，ごく狭

い範囲内で骨板が遊離，散乱した，といった埋積過程

を想定すれば説明可能であると考えられる．

１b：ナンシュンケリス科属種未定（図８）

２００８年９月に図２の B 地点より佐々木によって採

集された背甲の左第４？肋板（KAM０２）である．近

位端を欠損している．甲羅表面の彫刻が粗く，鱗板溝

が深いといった特徴からスッポン上科のナンシュンケ

リス科（Nanhsiungchelyidae）だと考えられ，甲長約

２５cm と推定される個体である．KAM０２は，椎鱗が

左右に広いこと，また骨板の厚みが大きいといった特

徴でも Adocus とは異なっている．なお，KAM０２に

見られる幅の広い椎鱗は，ナンシュンケリス科として

も特異な形質であった可能性がある．

２）恐竜化石（図９）
２００８年９月に図２の B 地点より佐々木によって採

集された化石（KAM０３）で，両端の欠損した鳥盤目

の左坐骨であると考えられる．骨の長さは１３．１cm

で，小型の恐竜であったと推測される．内側の面の中

央部から遠位部に向けて，陵が走っている．これは，

エプロンと呼ばれる，反対側の坐骨が接する陵であ

る．また，この陵は骨の全体の長さの半分ほどに伸び

ている．上から下へその陵をたどると，右（後方）か

ら左（前方）にシフトしている．KAM０３の特徴とし

て，シャフトが少々湾曲しているがほぼ真っすぐであ

ること，シャフトの太さがほぼ一定であること，閉鎖

突起（obturator process）が無いことが挙げられる．

閉鎖突起が無い代表的な鳥盤類としては，周飾頭類

（角竜類と堅頭竜類：Butler et al .,２００８）や原始的な

Zalmoxes （イ グ ア ノ ド ン 類；Weishampel et al . ,

２００３）などが挙げられる．しかし，派生的な角竜類で

あるケラトプス科（Ceratopsidae）や Zalmoxes の坐

骨は，大きく湾曲していることから，比較的真っすぐ

なシャフトをもつ KAM０３は，これらから除外され

る．したがって，当該標本はケラトプス科を除く周飾

頭類である可能性があるが，現時点で断定するのは難

しく，追加標本が必要である．

３）ワニ化石（図１０）
２００３年９月に佐々木によって発見された高さ１cm，

幅７mm の歯冠（KAM０４）である．２００９年には，さ

らに２点の歯が琥珀採掘体験場内で佐々木により採集

された．主軸は緩く内側にカーブしており，歯冠の近

心側と遠心側には稜（carina）がある．歯の表面に

は，歯の長軸に平行して発達する多くの条線が入って

いる．これらは，典型的なワニの歯の特徴である．歯

根は残っておらず，歯冠だけが保存された脱落歯であ

ると考えられる．体長１～２m ほどの個体であった

可能性がある．

５．議論
久慈層群から確認された２種の陸生カメ類を含む

スッポン上科は，後期白亜紀当時はインドを除くアジ

アと北米に分布していたことが知られている

（Hirayama et al .,２０００；平山，２００７）．

Adocus は，日本やモンゴル，旧ソ連の中央アジア

地域，および北米の前期白亜紀から第三紀始新世にか

けて分布していた水陸両生で植物食の生態であったと

考えられるカメ類である（Meylan and Gaffney，

１９８９；Syromyatnikova and Danilov，２００９）．Adocus

の化石は，国内でもこれまで福岡県や福井県の下部白

亜系，熊本県の上部白亜系などから確認されている
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図９．琥珀採掘体験場の B地点（図２）より産出した鳥盤類の左坐骨（KAM０３）．スケールは５cm.

図１０．琥珀採掘体験場より産出したワニ類の歯冠（KAM０４）．
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が，いずれも遊離した断片的な資料であった（平山，

１９９８，２００２）．KAM０１は，アジアではほとんど例のな

い本属の同一個体に属するほぼ完全な甲羅からなり，

とりわけモンゴル上部白亜系産の A. amtgai に類似し

た，より派生的な未記載種と考えられることから，ア

ドクス科の形質進化の解明に重要な貢献をすることが

期待される．

ナンシュンケリス科は，白亜紀前期から白亜紀末の

東アジアと北米に分布していた陸生カメ類であり，現

生リクガメ科（Testudinidae）のように植物食であった

と推定される（平山，２００７；Danilov and Syromyatnikova，

２００８；Sukhanov，２０００；Sukhanov et al .,２００８）．ナ

ンシュンケリス類の化石は，国内ではこれまで福井県

の下部白亜系や北海道の上部白亜系などから知られて

い る（Hirayama, et al .,２００１；平 山，２００２，２００６）．

KAM０２は，幅の広い椎鱗が特異な未記載種であった

可能性があり，追加資料の発見が期待される．

久慈層群から発見された鳥盤類の坐骨（KAM０３）

がケラトプス科以外の周飾頭類であったとすると，日

本では非常に稀な産出例となる．かつて，福井県から

角竜類の化石産出が報告されたが，現在ではその確認

がされていない（Kobayashi et al .,２００６）．また堅頭

竜類は，現在のところ日本からの産出例がない．これ

を確認するためにも追加標本の発見が期待される．ア

ジアの周飾頭類の化石は，主に中国やモンゴルに分布

する白亜系から発見されている（Weishampel et al .,

２００４）．KAM０３が周飾頭類であった場合，これらの恐

竜たちが，当時のアジア大陸の太平洋岸にまで生活圏

を広げていたことになる．

Adocus に生態が類似していたと考えられるイシガ

メ科（Geoemydidae）のうち甲長４０cm に達する大型

種 は，ベ ト ナ ム 以 南 の 熱 帯 域 に 分 布 し て い る

（Iverson，１９９２）．また現生ワニ類は，熱帯域から亜

熱帯域にかけて分布している（Marwick，１９９８）．し

たがって，Adocus のようなカメ類やワニ類の発見は，

白亜紀当時の日本周辺が変温動物である大型爬虫類の

生息が可能なほど温暖で湿潤な気候であったことを示

唆している．

６．まとめ
岩手県久慈市の久慈層群玉川層（上部白亜系サント

ニアン）の上部からカメ類など多数の陸生脊椎動物化

石が発見された．中でも，未報告の種と考えられる

Adocus（潜頚類アドクス科）の発見は，本属が白亜

紀後期の東アジアにおいて固有の形質を持つグループ

に放散した可能性を示唆している．また他にも，ナン

シュンケリス科のカメ類の肋板，鳥盤類の坐骨，ワニ

類の遊離歯などが同一産地より確認された．これらの

脊椎動物群は，当時の堆積環境が現在よりもかなり温

暖な気候下の沼沢地であったことを示唆している．標

本の保存状態や産出状況を考慮すると，当該地域は，

国内を代表する後期白亜紀の陸生脊椎動物の産地とな

ることが期待される．
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